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　シルクのしくみ
　カイコは、卵

たまご

からかえるとすぐに糸をはきます。

これは、自分の足場をつくったり、クワの葉につ

かまったりするためです。カイコが糸をはく口は、

食べる口の下側にある吐
と

糸
し

口
こう

という部分です。

　カイコがはく糸は、じつはカイコの体内では液
えき

体
たい

です。吐糸口から出て空気にふれた瞬
しゅん

間
かん

に固

まって糸になるのです。糸のつくりはちょっと

複
ふく

雑
ざつ

で、本体である 2本の繊
せん

維
い

（フィブロイン）

のまわりを、のりのはたらきをする「セリシン」

という物
ぶっ

質
しつ

がつつんでいます（右写真）。

　糸があちこちにくっつくのも、繭としてかたま

るのも、セリシンがあるためです。セリシンは水

にとける性質があるため、繭から糸をとるときは、

繭をお湯で煮
に

るのです。

❶
顕
けん　び　きょう

微鏡で見た、繭
ま ゆ

を作る繊 維

卵からかえって 1 日目のカイコ
※左の写真は、卵から出てきたばかりのカイコ

※μ m（マイクロメートル）とは、1mm の 100 分の 1 の長さ
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　繭のいろいろ

　　�繭をほぐしただけでは、絹糸にならない？
　さて、カイコがはく糸はとても細くて、ちょっ

とひっぱると切れてしまいます。どうしてこれ

が絹糸という布をつくる糸になるのでしょうか。

それは繭をいっぺんに 10 数個煮て、その糸を

よりあわせて絹糸をつくるので、じょうぶな糸

になるのです。このような作業を、「糸を撚
よ

る」

という意味で「撚
ねん

糸
し

」といいます。

　こうしてできた糸は、生
き

糸
いと

と呼ばれます。生

糸はもともとつやがあって、これで布を織ると、

とても美しいシルクの布となります（写真 2）。

シルクはずっと昔から、世界中で高級な布とし

て大切にされてきました。

　ちなみに、繭は品種によって黄色いものもあ

りますが、そこから作られた生糸は真っ白です。

お湯で煮ている間に、セリシンに含まれる黄色

い成分は洗い落とされてしまうためです。

　　�繭からとれる繊維は
　 どれくらい？
　１つの繭から、どれくらいの繊維がとれるの

でしょうか。これはもちろん、繭の大きさによ

ります。日本では、100 年くらい前まで１つの

繭から 800 メートルほどの長さの繊維がとれて

いたと言われています。前のお話の中に出てき

た品種改良は、病気に強くて丈夫なカイコを作り出すことと、繭を大きくして１つ

の繭からたくさんの繊維をとることが目的でした。カイコの研究は日本でもさかん

に行われていて、大正時代には日本の研究者が中国産の品種と日本産の品種をかけ

合わせて、大きな繭の品種をつくることに成功しました。

　こうした研究の積み重ねによって、今、私たちが育てるカイコの多くが、１つの

繭から 1200 メートルくらいの繊維がとれるようになっています。
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生糸とシルクの布

繭を煮る

繭の糸をよりあわせる


